
○所有者等の住所に変更があった場合の申請書の書式
　所有権の登記名義人（所有者）の登記簿上の住所が，住所移転や町名地番変更等によって変更している場合は，登記簿上の住所を現在の住所に一致させるために，住所変更の登記（登記名義人の住所についての変更の登記といいます。）をする必要があります。
　この場合の申請書の書式は，別紙のとおりです。なお，ご不明の点等がありましたら，最寄りの法務局又は地方法務局にご相談ください。
☆登記所からのお願い
　①　申請書はＡ４の用紙に記載し，他の添付書類と共に左綴じにして提出してください。紙質は長期間保存できる丈夫なもの（上質紙等）にしてください。
　②　文字は，直接パソコンを使用し入力するか，インク，黒色ボールペン，カーボン紙等で，はっきりと書いてください。鉛筆は，使用できません。
　③　郵送による申請も可能です。申請書を郵送する場合は，申請書を入れた封筒の表面に「不動産登記申請書在中」と記載の上，書留郵便により送付してください。
◇書式の解説（別紙）
（注１）　何番の所有権の登記名義人（所有者）の住所を変更するのかを表示します。付記登記（「付記２号」などの登記）がある場合でも，主番号（１番）のみを記載します。
（注２）　町名地番変更証明書に記載されている変更後の住所を記載します。
（注３）　所有権の登記名義人（所有者）の氏名を記載し，末尾に押印します（認印で結構です。）。
（注４）　申請書の記載事項等に補正すべき点がある場合は，法務局の担当者から連絡するための連絡先の電話番号を記載します。
（注５）　登記原因証明情報として，伊奈町から交付された町名地番変更証明書を添付します。交付された証明書の変更前の住所と登記簿上の住所が一致していない場合，それ以前の住所変更の経緯が分かる証明書（除住民票・戸籍の附票の写し等）が必要になります。
　　　　　以上によっても住所移転の経緯を証明できない場合は，申請する不動産を管轄する登記所に事前にご相談ください。
（注６）　申請書を提出（郵送）する日付を記載します。
（注７）　登録免許税は，免除（無料）になります。
（注８）　登記の申請をする不動産を，登記事項証明書や登記事項要約書の記載のとおりに正確に記載してください。
　　　　　申請する不動産が多数ある場合や１枚で書ききれない場合は，別紙に記載し申請人のところに押印した印鑑で契印して下さい。
（別紙）
	　　　
	


　　　　　　登　記　申　請　書
登記の目的　　１番所有権登記名義人住所変更（注１）
原　　　因　　平成２２年７月１７日町名地番変更
変更後の事項　住所　北足立郡伊奈町　　　　丁目　　番地　　 （注２）
　　　　　　　　　
　　　    
申　請　人    北足立郡伊奈町　　　　丁目　　番地　　　（注２）
                      法　　務　　太　　郎　　印（注３）  
                  連絡先の電話番号００－００００－００００（注４）
添付書類
  　登記原因証明情報（注５）　　
平成２３年１月１０日申請　さいたま地方法 務 局　上尾出張所　（注６）
登録免許税　登録免許税法第５条第５号　（注７）
不動産の表示（注８）
　所　　　在　　北足立郡伊奈町学園一丁目
　地　　　番　　２３番
　地　　　目　　宅　地
　地　  　積　　１２３．４５平方メートル
　所　　　在　　北足立郡伊奈町学園一丁目２３番地
　家屋番号　　２３番
　種　　　類　　居　　宅　
　構　　　造　　木造かわらぶき２階建
　床  面  積　　１階　　４３．００平方メートル
　　　　　　　  ２階　　３８．６２平方メートル
　＊　これは記載例です。下に線が引かれている部分を申請内容に応じて書き直してください。

